
平成 20 年度 NPO からの協働事業提案 
「盲導犬の入店･宿泊拒否を解消し、県内の観光事業および三重県のイメージ 

アップをはかる、行政および関連業者団体との協働事業」 
 
 

第 3 回公開検討会 報告書 
日時 平成 20 年 9 月 3 日（火）13:30～15:30 

場所 伊勢市二見町生涯学習センター 2 階第 3 室 
 
参加者 伊勢志摩バリアフリーツアーセンター（野口） 社会福祉室（徳本） 

伊勢志摩 NPO ネットワークの会（森本）健康福祉総務室（鈴木） 観光局（藤田）  
男女共同参画･NPO 室（堀木、明石）三重補助犬普及協会（多賀、小川） 
 

１、前回をふりかえり議事の流れ確認 
若おかみの会についての報告を行い、具体的事業の提案がありやるべき方向がみ

えてきた。その地域に行くだけではなく、障害者に優しい地域にしようという、

地域の盛り上がりが必要。アイデアや各自持っているものを具体化していく。 
協働の部分は、予算的に厳しいこともわかった。 
では協働をどうするか持ち帰り、検討してくることとした。 
次回までにアイデアを煮詰めたプランを三重補助犬普及協会と、伊勢志摩バリア

フリーツアーセンターで出す。 
以上を確認した。 
県（観光局）のほうとしては、新たな予算は組みにくいが、すでにある補助金の

活用や人的支援は可能と考えられるので、企画が具体的になったら検討する。 
 

２、具体的な事業内容 
   三重補助犬普及協会と伊勢志摩バリアフリーツアーセンターでまとめた企画案を、

さらに具体的に話し合った。検討の概要は次のとおりである。 
◎アンケート 
 目的 啓発・受け入れの現状把握 
 対象 地区事業者（旅館、施設、飲食店） 
 方法 記名方式で組合を通して配布・回収 
 地域・エリア 鳥羽市中心 

内容 後日検討・記名式 
予算 検討会費用予算内 
アンケートを答えながら補助犬のことが理解でき、宿泊施設側の利益に繋がる

ような情報をもりこむ。たとえば不条理なクレームを減らすことにつながるよう



な情報など。 
 
◎オープニングイベント（ネーミングを考える） 

目的 協働事業で盲導犬受け入れのキャンペーンが始まることを発信する。 
   第一回の地域における旅館、民宿、飲食店向けの相談会と合わせて行う。 

不特定多数の方に対するアピール 
時期 ４月～６月を想定 
方法 宿泊を伴いモニター的に協力してくれる施設で相談会を行なう。 
   うめのつぼみの会に協力を要請 
   後日行なうモニターツアーの下見も兼ねて、三重県内の盲導犬使用者が

施設に対する相談会に参加する。 
※ この検討会をオープニングイベントの準備会とする。 

 
◎ 施設との相談会とヒアリング（ネーミングを考える） 

目的 補助犬の受け入れについて理解をしてもらう。   
   旅館へのヒアリング 
対象 鳥羽８地区をメインとする。 
   （施設と補助犬使用者をつなげてくれる人が必要。梅のつぼみの会のと

きの野口さんの役割が出来る人。）→鳥羽のキーマンをチェックする。

キーマンは行政側にもいるのではないか？ 
   おかみの協力が有効ではないか？          
内容 宿泊施設の方々との少人数による話し合い。ざっくばらんな話ができる

ように８地区に分けて行う。 
   2 月に集中的に相談会を行なう。11 時から 2 時の時間帯を想定する。 
地区 ①鳥羽、小浜、堅神、坂手島 
   ②安楽島 
   ③今浦、元浦 
   ④国崎 
   ⑤相差、畔蛸 
   ⑥桃取、答志、和具 
   ⑦菅島 
   ⑧神島 
    主力は鳥羽地区とする。 
 

◎ ワンちゃんに浴衣のプレゼント 
三重県遊技業組合のＭＰドリーム助成金申請中。犬の浴衣を 100 着プレゼント

するキャンペーン 



補助犬証明書の提示が前提でプレゼントする。施設にも証明書の存在を知って

もらうことができる。 
浴衣を入れる袋にキャンペーンの趣旨をメッセージとしていれる。 
墨字・QR コード、点字を想定   
平成 21 年 4 月から 6 月の間に第 1 回を実施する。 
補助犬が宿泊する施設からの要請により、浴衣プレゼントをする。 
浴衣の管理は伊勢志摩バリアフリーツアーセンターとし、窓口となる。 
補助犬使用者への全国発信は 21 年 1 月からとする。 
ポスター制作できればよい。 
 

    ◎モニターツアー 
目的 相談会の成果として協力施設を募って補助犬のモニターツアーを組み

立てる。 
方法 旅行業認可を受けた業者でないと、企画できないので、旅行業者の協力

を得る。 
県が委託している観光プロデューサーの助言を得ながらツアーを組む。 

   これを全国発信する。 
    
 

◎ PR 方法 
・ ポスターの作成 キャンペーンの告知と実施中のアピール 
・ ホームページの作成 施設側が補助犬受け入れていることがわかるよう

に、施設のホームページからリンクできるＰＲのページを制作する。 
      ･ マスコミへの PR 一般紙・点字毎日新聞・地域業界紙・旅行関係紙など 

・ 補助犬使用者へ 三重補助犬普及協会から全国発信する 
     これらの実施元はキャンペーン実行委員会（三重補助犬普及協会）とする。 
 
次回までに検討してくること。 
 
アンケート内容・ 
キャンペーンの名前 
タイムスケジュールの作成 
 
次回検討会 日時 １０月７日（火）１０：００～１２：００ 
      場所 伊勢市二見町生涯学習センター 


